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家屋のチェックポイント
●地下街や地下室にいる場合は、早く地上へ移動する。
●家庭内からの排水を控える。（風呂の排水、洗濯など）
●簡単な浸水対策として、水のうや土のうで入り口を
囲む。
●タオルで窓のすき間をふさぐ。

①はき物
　裸足や長ぐつは厳禁です。ひもで絞められる運動靴
を履きましょう。
②ロープでつながって避難する
　はぐれたり流されたりしないようにお互いの体をロー
プなどで結び、特に子どもから目を離さないようにし
ましょう。
③歩ける深さ
　水深が５０ｃｍを上回る場合は歩くのは危険です。ま
た、水深２０cm 程度でも流れが速いと歩けないこと
もあります。
④足元に注意
　水面下にはマンホールや側溝などが開いていること
があります。長い棒を杖代わりにして安全を確認しな
がら歩くようにしましょう。
⑤子どもや高齢者を安全に
　高齢者や病人などは背負い、子どもは浮き袋などを
利用して避難しましょう。

防災行政無線の放送内容を確認
　防災行政無線の放送した内容を電話で確認するこ
とができます。
　ただし、ご利用には通話料がかかります。

●電話案内サービス番号
　☎０４７５－８０－０１７２　（２４時間対応）
　◆電話案内の聞き直し等を行う場合
　　メッセージ先頭………………＃０
　　前メッセージ…………………＃１
　　聞き直す………………………＃２
　　次メッセージ…………………＃３

状況に応じた行動が重要
夜間や視界不良の中、屋外での移動は、大変危険です。浸水による建物の倒
壊の危険がないと判断される場合には、むやみに移動せず、自宅や近隣の建
物の２階以上へ緊急的に一時避難し、救助を待つことも検討してください。

■屋根
 ●  かわらやトタンのひび割れ、　
　ずれをなくす。
 ●  アンテナをしっかり固定する。
■雨どい
 ●  つなぎ目がはずれていないか
　確認する。
 ●  土砂や落ち葉で詰まらせない
　ように掃除する。
■窓ガラス・雨戸
 ●  ひび割れ、破損がないか確認
　する。
 ●  窓枠のがたつき、ゆるみなど
　あれば補強する。
■外壁・塀
 ●  ひび割れ、破損などを点検す
　る。
■屋外の設置物・ベランダ
 ●  プロパンガスのボンベはしっか
　り固定する。
 ●  強風で飛ばされたり、流され
　たりしそうなものがないか確
　認する。
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10 以上～ 20 未満 20 以上～ 30未満 30 以上～ 50未満 50 以上～ 80未満      80 以上～

　雨の音で話し声がよく
聞き取れない。

　ワイパーを速くしても
見づらい。側溝や下水、
小さな川があふれる。

　山崩れ、がけ崩れが起
きやすくなり、危険地帯
では避難の準備が必要。

　マンホールから水が噴
出する。土石流が起こり
やすい。多くの災害が発
生する。

　雨による大規模な災害
の発生するおそれが強
く、厳重な警戒が必要。

1 時間雨量
(mm）

状況

雨の強さと降り方
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インターネットによる情報
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◇概要◇
構造　　　鉄骨造
階数　　　3階建
延床面積　約1,400㎡
用途　　　事務所
予定工期　平成24年 7月から
　　　　　平成25年 2月まで
施工業者　株式会社 大林組


